
学校番号 115 

令和２年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ａ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 改訂版 高等学校 数学 A(数研出版) 

副教材等 改訂版 クリアー 数学Ⅰ＋A(数研出版) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

高校の数学の授業では、日々の予習復習が必要となります。授業で学習する内容を事前に目を通し、

授業中に課題に取り組むようにしましょう。また、授業後に問題集等を活用し、授業中にやったこ

とを少しずつ復習することも必要です。理解できなかった箇所は放置せず、昼休みや放課後等の時

間を利用して先生に確認するようにしてください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

場合の数と確率，図形の性質または整数の性質について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習

熟を図り，事象を数学的に考察する能力を養い，数学のよさを認識できるようにするとともに，そ

れらを活用する態度を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

場合の数と確率，図

形の性質または整数

の性質における考え

方に関心をもつとと

もに，数学のよさを

認識し，それらを事

象の考察に活用して

数学的な考え方に基

づいて判断しようと

する。 

場合の数と確率，図形の

性質または整数の性質

において，事象を数学的

に考察し表現したり，思

考の過程を振り返り多

面的・発展的に考えたり

することなどを通して，

数学的な見方や考え方

を身に付けている。 

場合の数と確率，図

形の性質または整

数の性質において，

事象を数学的に表

現・処理する仕方や

推論の方法などの

技能を身に付けて

いる。 

場合の数と確率，図

形の性質または整

数の性質における

基本的な概念，原

理・法則などを体系

的に理解し，基礎的

な知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

・授業態度 

・課題提出 

・小テスト 

・定期考査 

・授業態度 

・課題提出 

・小テスト 

・定期考査 

・授業態度 

・課題提出 

・小テスト 

・定期考査 

・授業態度 

・課題提出 

・小テスト 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

内
容 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

場
合
の
数
と
確
率 

場
合
の
数 

・集合の要素の個数 

 

 

 

○   ○ a: 道順の数え方に興味を示

し，樹形図，和の法則や対称

性などによる場合の数の数

え方に関心をもつ。 

b: 順列の基本的な考えをもと

に，重複順列，円順列，同じも

のを含む順列の総数などを導

く過程を考察することができ

る。  

c: 具体的な場面で，順列や

組合せを用いた表現・処理が

できる。 

d: 集合の個数，順列，円順

列，重複順列，組み合わせの

公式を理解し，利用すること

ができる。 

授業態度 

課題評価 

定期テスト 

・場合の数 

 

 

 

○   ○ 

・順列 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ 

・組み合わせ  ○ ○ ○ 

確
率 

・事象と確率 

 

 

 ○  ○ a: 独立な試行の確率や反復

試行の確率に関心をもち，具

体的な場面に活用しようと

する。 

b: 確率の基本的な性質や確

率の加法定理，余事象の確率

の式を導く過程を考察する

ことができる。 

c: 条件付き確率を求めるこ

とができる。 

d: 確率の意味や基本性質を

理解している。 

授業態度 

課題評価 

定期テスト 

・確率の基本性質 

 

 

 ○  ○ 

・独立な試行と確率 

 

 

 

○ 

 ○  

・条件付き確率 

 

  ○  

２
学
期 

図
形
の
性
質 

平
面
図
形 

・三角形の辺の比 

 

○   ○ a:三角形や円の性質につい

て調べてみようとする。 

b:三角形の五心に関して導

く過程を考察することが出

来る。 

c:円に内接する四角形の性

質や四角形が円に内接する

条件を，図形の証明に用いる

ことができる。 

d:三角形の基本性質と円の

基本性質について理解して

いる。 

授業態度 

課題評価 

定期テスト ・三角形の外心と内心と重心 

 

 ○  ○ 

・チェバとメネラウスの定理 

 

   ○ 

・円に内接する四角形  

○ 

 ○  

・円と直線 

 

 

○  ○  



整
数
の
性
質 

約
数
と
倍
数 

・約数と倍数 

 

 

 

 

○  

 

 

 

○ a: 倍数と約数の性質に関心

をもち，調べてみようとす

る。 

b:最大公約数と最小公倍数

の関係を導く過程を考察す

ることができる。 

c:最大公約数と最小公倍数

の関係を用いることができ

る。 

d:約数や倍数及びそれらの

性質について理解している。 

授業態度 

課題評価 

定期テスト 

・最大公約数・最小公倍数 

 

 ○ ○  

３
学
期 

・整数の割り算と商と余り 

 

 

○    a:最大公約数の基本定理に

関心をもち，調べてみようと

する。  

b:分数が有限小数か循環小

数で表される仕組みを考察

することができる。 

c:二進数や三進数を十進数

になおしたり，十進法の分数

の二進法や三進法の小数に

なおしたりすることができ

る。 

d:ユークリッドの互除法や

不定方程式、n 進法について

理解している。 

授業態度 

課題評価 

定期テスト 

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
互
除
法 

・ユークリッドの互除法 

 

 

○   ○ 

・一次不定方程式 

 

 

   ○ 

整
数
の
性
質
の
活
用 

・分数と小数 

 

 

 ○   

・n 進法 

 

  ○  

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


